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学
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充
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強
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本
県
の
私
立
中
学
校
及
び
高
等
学
校
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
時
代
や
社
会
の
要
請
に
応
じ
た
特
色

あ
る
質
の
高
い
教
育
を
展
開
し
、
公
教
育
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。 

我
が
国
で
は
、
今
後
更
に
少
子
化
が
深
刻
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
産
業
構
造
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
私
立
中
学
校
及
び
高
等
学
校
で
は
、
我
が
国
及
び
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
、
教
育
内
容
の
充
実
や
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
が
、
近
年
の
物

価
・
光
熱
水
費
・
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
学
校
運
営
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
。 

ま
ず
、
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
金
の
一
般
補
助
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
の
確
保
や
処
遇
改

善
に
必
要
な
人
件
費
の
増
加
に
加
え
、
光
熱
費
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
費
の
上
昇
に
十
分
対
応
で
き
て
お
ら

ず
、
実
態
に
即
し
た
補
助
単
価
の
引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
補
助
に
つ
い
て
も
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
部
活
動
指
導
員
、
障
が
い
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
員
等
、
多
様
化
す
る
教

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
人
的
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
、
保
護
者
対

応
な
ど
、
学
校
運
営
上
の
諸
課
題
へ
の
支
援
強
化
も
必
要
で
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
生
徒
用
端
末
や
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
新
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
や
空
調
設
備
整
備
な
ど
、
教
育
環
境
の
高
機
能
化
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
も
不
可
欠
で
あ
る
。 

ま
た
、
就
学
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
等
の
状
況
に
お
い
て
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
校
選
択
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
支
援
金
上
限
額
の
見
直
し
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
私
立
中
学
生
を
対
象
と
し
た
就
学
支
援
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
る
。 

更
に
、
海
外
留
学
や
国
際
交
流
活
動
等
を
通
じ
て
国
際
的
な
視
野
を
養
い
、
将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
留
学
支
援
制
度
等
の
一
層
の
充
実
も
重
要
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
全
国
の
私
立
中
学
校
及
び
高
等
学
校
も
同
様
に
抱
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
解

決
に
は
本
県
だ
け
で
な
く
、
国
に
よ
る
全
面
的
な
財
政
支
援
及
び
制
度
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
政
府
及
び
国
会
に
お
か
れ
て
は
、
教
育
基
本
法
第
八
条
の
「
私
立
学
校
教
育
の
振
興
」
や
、
施

行
五
十
周
年
を
迎
え
る
私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
一
条
に
掲
げ
る
「
教
育
条
件
の
維
持
及
び
向
上
」「
修
学
上

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
」「
経
営
の
健
全
性
を
高
め
」
る
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
、
私
学
助
成
に
係
る
国
庫
補

助
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支
援
施
策
の
充
実
強
化
を
図
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日 

 

大
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